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自己紹介

• 2018年マスター修了

•奈良先端科学技術大学院大
学

•インターラクティヴメディ
アデザイン研究所（加藤
博一教授）

•拡張現実（Augmented 
Reality）専門

•現在：アテネオ大学情報科学
科での教員



フィリピン

•日本から南西

•飛行機で4時間ぐらい

•人口：1億600万人ぐらい



アテネオ・デ・マニラ大学

• Ateneo de Manila University (通
称ADMU)

• 1859年創立

•学生数

•大学生：8614人

•大学院生：6655人

•留学生：174人

•交換留学生：419人

•教員：2470人



アテネオ・デ・マニラ大学

•本校（Loyola Schools）

•科学技術学部（School of 
Science and Engineering）

•社会科学部（School of 
Social Sciences）

•人文科学部（School of 
Humanities）

•経営学部（John Gokongwei 
School of Management）

•専門学校（Professional 
Schools）

•医学部（School of 
Medicine）

•法科大学院（Law School）

•経営大学院（Graduate 
School of Business）

• School of Government



フィリピンにおいて新型コロナの状況



新型コロナにおけるアテネオ大学の対応

新型コロナ関連情報ページ 新型コロナ関連インフォグラフィック



新型コロナにおけるアテネオ大学の対応

•大学への出入りは許可が必要（Google Form）



タイムライン
2020年3月

• ロックダウン開始、

対面授業の中止し、

オンライン授業へ

の転換

2020年4月

• ２学期を中止、全

生徒が合格

2020年7月

• 2020~2021学年

Intersession学期

の開始（オンライ

ン授業）

2020年10月

• 第１学期の開始



学年スケジュールの変更

Intersession学期
１学期

(1st Semester)
２学期

(2nd Semester)

Intersession学期
第１四半期
(1st Quarter)

第３四半期
(3rd Quarter)

元スケジュール

新スケジュール

第２四半期
(2nd Quarter)

第４四半期
(4th Quarter)



オンラインクラスへの転換

• Blended Learning（ブレンド型学習）

• Synchronous Learning（同期型学習）

•オンライン授業

•チャットディスカッション

• Asynchronous Classes（非同期型学習）

•レクチャー動画

•フォーラムディスカッション

•宿題、グループワーク



オンラインクラスへの転換

オンライン授業 LMS コミュニケーション



オンライン授業

• Zoomを使用

• Synchronous Learning

•学生の参加は任意的

•オンライン授業を録画し、動
画を学生に共用

•学生とのインフォーマルミー
ティング



Learning Management System (LMS)

•大体の教員がCanvasを使用

•情報科学科ではMoodleを使用

• Asynchronous Learning

•オンライン試験

•宿題

•フォーラムディスカッショ
ン

•グループワーク



コミュニケーション

•主にメールで学生とやり取り
する

•大学専用のメールアドレス

• LMSでの告知

• Facebookグループ

•情報科学科ではSlackとDiscord
を使うようになっている



ラボ活動

•現場でのラボ活動の停止

•化学、生物学、物理学などの実験

•シミュレーションアプリの使用

•危険性のない実験の場合、実験に必要な材料を学生に郵送

•コストはアテネオ大学が負担

•レクチャー動画を通じて手順を説明



デジタルディバイド（Digital Divide）

•情報通信技術(IT)にアクセスがいる人とアクセスがない人の差

•原因

•経済、地域

•結果

•パソコン・インターネットのない生徒と教員がオンライン授
業に参加できない

•パソコン・インターネットの経験が少ない教員にとってオン
ライン授業を行うのが難しい



デジタルディバイドにおいてアテネオ大
学の取り組み
•学生にパソコン・モバイル

Wifiの貸し出し

• Portable Learning Packet (PLP)

•教材をUSBフラッシュドラ
イブにコピーし生徒に郵送

•オンライン学習におけるサ
ポートサイトの立ち上げ（LS 
One）



Adaptive Design for Learning (ADL)

•オンラインクラスのデザイン
における教員向けのトレーニ
ング

•リモート教育（Remote 
Teaching）とリモート学習
（Remote Learning）の組み合
わせの重要性
•リモート教育＝

Synchronous Learning
•リモート学習＝

Asynchronous Learning



Magisterial Lectures

•教員を招待し、特定な話題についてのレクチャー動画を録画し、
YouTubeに公開する



今後の課題

•オンライン学習における対応
の効果の研究
• 教員、学生との面会

•オンライン学習の効果を上げ
る方法の検討

• “University Bubble”の検討
• 現場でのラボ活動の再開

• ADLを他の学校にも提供
• オンラインクラスの効果の評価
方法


